












要約 

精神遅滞のモニタリングを考える場合,身体的合併症をもつか否かが一つの基準になる。ま

た,精神遅滞の程度によって把握の難易がわかれる。モニタリングを実施する場合その多面

性を考慮し,いくつかの機関が協力して対策に役立ちうるよう配慮すべきであろう｡ 


